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最終試験は 2 月 13日に行われた。審査委員一同出席の下、まず、査読付論文１編が第 1著者と
して受理の上公表予定（小川奈津子ほか，水産海洋研究, 81 巻 1号）であるとともに、講演発表は、
国内学会 2回、シンポジウム 2回であることを確認した。 
論文作成にあたり参照された論文の多くが英語で書かれており、その内容を十分に読み下してい
たこと、また複数の英語発表論文の共著者であることから、語学については問題ないと判断した。
また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であ
ると判断された。一方、専門知識については公開発表会（2月 13日）当日の質疑や予備審査時での
ディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。 
合同セミナーへの出席回数も所定の 60時間 15回を満たしていたことを確認、また大学院海洋科
学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
